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日本弁理士会名義の使用許可申請について

　この度、下記行事等を主催するに当たり日本弁理士会名義の使用許可を得たいので、関係書類を添えて申請します。
　申請にあたっては、下記遵守事項を守り、これに違反したと貴会が判断する場合には、後援名義使用等の取消措置を受けても異存はありません。

記
　１　行事等の名称及び主催者

２　行事等の目的及び概要

３　行事等の期間及び場所

　４　使用する日本弁理士会名義
　　
５　日本弁理士会名義の使用期間及び使用方法

　６　費用負担の有無
　　　□負担なし　　　□負担あり

　7　許可審査結果の通知希望日

[bookmark: _Hlk5783340]　８　遵守事項
　　（１）本事業開催については１の主催団体等（及び申請団体）が一切の責任を負い、安全上等において細心の注意を払い事業を実施すること。
　　（２）事業開催に当たっては、公益性と非営利性を目的とし、特定の団体等の宣伝に利用しないこと。
　　（３）特定の政党・政治団体、宗教団体、思想団体などの主張や活動に関与しないこと。
　　（４）申請団体および関係者が反社会的勢力と無関係であること。
　　（５）事業は、添付した開催要項等に基づいて実施するものとし、やむを得ずこれを変更しようとする場合は速やかに届け出ること。
　　（６）事業開催期間満了後、３か月以内に報告書等を提出すること。日本弁理士会が費用負担をする場合においては、収支報告書も併せて提出すること。

　９　留意事項
　　（１）記入要領
　　　　・「行事等の名称及び主催者」の欄には、正式名称を記入すること（省略不可）。また、主催者が複数ある場合は、全ての主催者名を記入すること（連名表記）。
　　　　・「行事等の目的及び概要」の欄の目的には、日本弁理士会名義を必要とする理由が、行事等の目的との関連から分かるように記入すること。
　　　　・「使用する日本弁理士会名義」の欄には、共催、協賛、後援等のうち、該当するものを記入すること。
　　　　・「日本弁理士会名義の使用期間及び使用方法」の欄には、行事等の開催期間中に加え、新聞、ポスター等による広告を行うなどにより、日本弁理士会名義を使用する期間及び媒体（ポスター、チラシ等）を記入すること。ただし、行事等の開催後に、開催状況の報告を新聞紙上等に掲載するような場合は、その期間は含めないものとする。
　　　　・「費用負担の有無」の欄に負担ありとする場合、その負担額を記載し、他の後援者等がある場合には、主催者及び他の後援者の負担額を記載すると共に、行事等の収支予算書を添付すること。

　　（２）審査期間
　　　　後援名義等の使用許可申請に対する審査は、申請書を受領した後、少なくとも３週間を要しますので、余裕を持って提出すること。

　　（３）提出すべき書類
　　　　・行事等の事業計画書、実施要領その他の行事等の概要に関する書類
　　　　・行事等の収支予算書
　　　　・主催者等の寄附行為、定款又は会則等、役員名簿等及び事業報告書その他の主催者等の概要に関する書類
　　　　・その他、日本弁理士会が特に必要と認める書類

　　（４）書類提出先
kouen@jpaa.or.jp
〒100-0013　東京都千代田区霞が関3‐2‐6　東京倶楽部ビルディング14階
日本弁理士会事務局　後援名義担当宛

以上
